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   A 53-year-old female visited our hospital with a complaint of acute urinary retention. 
Transvaginal ultrasonography, computed tomography and magnetic resonance imaging showed 
extreme thickening of the urethral wall. Histopathological examination of the transvaginal needle 
biopsy suggested well-differentiated a enocarcinoma. She underwent total cysto-urethrectomy with 
partial vaginal wall resection and ileal conduit urinary diversion. Pathological diagnosis of the tumor 
was columnar adenocarcinoma invading into the vaginal wall and periurethral connective tissue. 
Fifty-eight cases of primary adenocarcinoma of the female urethra in the Japanease literature are briefly 
reviewed. 
                                            (Acta Urol. Jpn.  47  : 509-512, 2001) 
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女子尿 道癌 のお もな病理組織 は扁平 上皮癌,腺 癌,
移行上皮癌 である2)
女子尿道腺癌 においては,そ の発生母地に関 して,
い くつかの説 が提唱 されている3'6)が,1980年代以降,
正常 の尿道周 囲腺 がPSAお よびPAPの 免 疫抗体 染
色で陽性 を示 したこ とよ り,尿 道周囲腺が男子の前立
腺 と相 同の組織である と考 えられ,ま た一部の腺癌 に
おいて もPAP/PSA免疫抗体 染色 が陽性 で あった症
例が散見 されるこ と5'6)から,一 部の腺癌 は尿 道周囲
線 由来であることが強 く支持 され るようにな った.さ
らに,MurphyらDはclearcelladenocarcinoma,
columnar/mucinousadenocarcinoma,cribriform
adenocarcinomaの3亜型 に分類 し,そ れぞれ組織 発
生が 異 なって いる との可 能性 を指 摘 し,columnar/
mucinousadenocarcinomaは腸 上皮化成 由来 と考 え
られ,PSA染 色 は陰性で あると述 べている.
本症例 において は,腫 瘍の細胞形 はcolumnartype
であ り,周 囲 の非癌組織 においては慢性の炎症像 ,お
よび腸 上皮化生 を示 してお り,ま た腫 瘍組織 のPSA
染色 は陰性 であったが,発 生母地が1曼性炎症 による尿
道周囲腺の化 生組織で ある可能性 が考 え られた.ま た
尿道腺の化生組織が,癌 へ と連続的に移行す るこ とも
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